
林道

林業専用道

森林作業道

森林計画制度の見直し

○ 森林計画制度の見直しによる適正な施業の確保

○ 森林管理・環境保全直接支払制度の導入による集約化推進

路網整備・人材育成

○ 丈夫で簡易な路網整備の加速化

○ フォレスターなど必要な人材の育成

○ 担い手となる林業事業体の育成

森林・林業の再生に向けた改革の姿（イメージ）

国有林の貢献

○ 国有林は、安定供給体制づくり、研修

フィールドや技術を活用した人材育成を推進

現 状

○施業放棄森林の

増加

○形骸化している

森林計画制度

○計画がなくとも補

助事業が受けら

れ、バラバラな森

林施業を実施

○丈夫で簡易な路

網整備への対応

の遅れ

○計画的な人材育

成策の欠如

森林施業の集約化
により規模が拡大

地域における
合意形成

市町村が主体的
に森林を区分

木材の安定的な供給

フォレスター
による指導

林業専用道
森林施業に直結し１０ｔ積
みトラックの走行を想定し
た必要最小限の構造

森林作業道
森林施業用に限定

フォワーダ等の林業機械
の走行を想定

林業事業体による
計画的かつ効率
的な間伐の実施

伐採跡地の
確実な更新



工務店、ハウスメーカー

公共建築物木材利用
促進法の実効性確保

川
上
～
川
下
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・安
定
的
取
引

「見
え
る
化
」の
推
進

燃料や製紙用チップ

公共建築物・住宅等

大規模工場

地域中小工場

プレカット工場

燃料等としての
利用促進

中間土場の活用
製材・合板用材からチップ用材までの

トータル搬出

乾燥等の推進・技術開発
JAS規格の見直し

現 状

○流通構造が小規

模・分散・多段階

○需要者のニーズ

に対応できていな

い供給体制

○公共建築物の木

造率が低位

○毎年２，０００万

㎥の林地残材が

発生

○消費者理解の醸

成、人材の育成

が必要

木材資源の活用
○ 公共建築物における木材利用の促進

○ 木質バイオマス利用の拡大

○ 国産材の安定供給体制の構築

チップ工場等

木材自給率５０％以上10年後の姿

技術開発・人材育成

品質・性能の確かな製品の安定供給

多角的な
利用促進

木くず焚きボイラー
ペレットストーブ
石炭混焼 等

国産材型枠用合板
木製ガードレール 等

中山間地域での雇用拡大・経済活性化、

森林の多面的機能の発揮、持続的な森林経営の確立
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